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安
倍
政
権
の	

を
く
い
と
め
る
に
は

2015年10月

84号

国
会
前
で

７
月
16
日
、
自
民
・
公
明
与
党
は
、
前

日
の
衆
議
院
特
別
委
員
会
に
続
く
本
会
議

に
お
い
て
も
安
保
法
案
を
強
行
採
決
。
国

会
前
の
抗
議
デ
モ
は
勢
い
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
政
治
に
関
わ
り
の
な
か
っ

た
市
民
や
大
学
生
な
ど
若
者
も
国
会
前
に

駆
け
つ
け
、「
戦
争
法
案
、
今
す
ぐ
廃
案
」

「
戦
争
す
る
国
、
絶
対
反
対
」「
ア
ベ
は
辞

め
ろ
」「
９
条
守
れ
」
と
大
合
唱
。
私
た

地
域
で

昨
年
の
閣
議
決
定
以
降
、
地
域
の
各

ネ
ッ
ト
で
は
「
戦
争
法
案
絶
対
反
対
」「
平

和
憲
法
を
守
ろ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
デ

モ
行
進
や
パ
レ
ー
ド
、
シ
ー
ル
投
票
な
ど

活
発
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
立
憲

主
義
を
破
壊
す
る
安
倍
政
権
に
反
対
す
る

た
め
、
超
党
派
に
よ
る
「
自
治
体
議
員
立

憲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
千
葉
県
」
が
昨
年
６

月
30
日
に
設
立
。
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

代
理
人
も
全
員
参
加
し
、
千
葉
支
部
で
も

緊
急
記
者
会
見
、
小
西
洋
之
参
議
院
議
員

や
元
防
衛
庁
官
僚
の
柳
澤
協
二
さ
ん
を
迎

え
て
の
学
習
会
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
い
、

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
に
は
安
保
法
案
が
国
会
で
審

ち
も
市
民
ネ
ッ
ト
の
旗
を
掲
げ
、
声
を
振

り
絞
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
70
年
を
迎
え
、
平
和
憲
法
が
風
前
の
灯
火
、
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
昨
年

７
月
１
日「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
閣
議
決
定
」以
来
、市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は「
安

倍
政
権
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
！
」
と
大
き
く
声
を
上
げ
、
地
域
で
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
こ
そ
市
民
の
出
番
、
市
民
の
力
で
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
入
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
府
の
杜
撰

な
答
弁
が
目
立
ち
、
憲
法
学
者
を
は
じ
め

各
方
面
か
ら
「
安
保
法
案
は
違
憲
」
と
の

声
が
大
き
く
広
が
り
、
内
閣
支
持
率
も

徐
々
に
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

「安保法案にあなたは賛成？反対？」選挙権を持た
ない人も投票できるシール投票は県内各地で行われ
ています。（6/23）

う
わ
べ
だ
け
謝
罪

８
月
14
日
、
戦
後
70
年
安
倍
談
話
の
発

表
。
安
倍
首
相
は
強
行
採
決
に
よ
る
内
閣

支
持
率
の
さ
ら
な
る
低
下
を
恐
れ
、「
反

省
」「
お
わ
び
」の
言
葉
を
い
れ
ま
し
た
が
、

村
山
・
小
泉
談
話
を
形
式
的
に
踏
襲
し
た

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

「
積
極
的
平
和
主
義
」を
新
た
な
キ
ー
ワ
ー

議
院
で
の
再
可
決
は
も
は
や
許
さ
れ
ま
せ

ん
。市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
10
月
24
日

に
古
賀
茂
明
さ
ん
の
講
演
会
を
開
き
ま

す
。
安
倍
首
相
を
痛
烈
に
批
判
し
て
報
道

番
組
を
降
板
し
た
古
賀
さ
ん
は
、「
戦
争

は
し
な
い
が
、
改
革
は
す
る
第
４
の
勢
力

を
作
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
、
と
り
わ
け
地

域
政
党
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
私
た
ち
の
出
番

こ
の
呼
び
か
け
に
私
た
ち
も
応
え
、
国

民
不
在
の
安
倍
政
権
に
立
ち
向
か
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
や
孫
の
世

代
に
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
を
引
き
継

ぎ
た
い
。
こ
の
強
い
意
志
で
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む

行
動
を
重
ね
、
地
域
か
ら
大
き
な
う
ね
り

を
創
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
８
／
30
記
）

ド
と
し
て
盛
り
込
み
、

安
保
法
案
成
立
に
向
け

て
の
意
欲
を
国
内
外
に

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
、
中
国
や
韓
国

は
「
誠
意
が
な
い
過
去

形
の
謝
罪
」
と
不
信
感

を
あ
ら
わ
に
し
、
安
倍

首
相
の
二
枚
舌
を
見
抜

い
て
い
ま
す
。

政
党
に
は
ま
か
せ

て
お
け
な
い
！

現
在
、
参
議
院
で
審

議
中
の
安
保
法
案
。
８

月
30
日
に
は
国
会
周
辺

に
12
万
人
が
集
結
し
、

廃
案
を
求
め
る
国
民
の

意
思
が
大
き
く
示
さ
れ

ま
し
た
。
参
議
院
で
の

強
行
採
決
や
「
60
日

ル
ー
ル
」
を
使
っ
た
衆

市民団体が行ったリレートークとシール投票。市民
ネットの議員、県議や国会議員も党派を超えて参加。
市民もマイクを握り訴えました。（8/29）

国会前行動には、12万人が集結。大勢の市民ネッ
トメンバーも参加しました。（8/30）

毎月行われているパレード。７月８月には150人の市民が参加。（8/16）

澤地久枝さんが提案した全国でいっせいに「安倍政治
を許さない」ポスターを掲げる運動は、全国1000ヶ
所以上で行われたと言われています。(7/18）

二面

共通番号（マイナンバー）で
私たちの暮らしはどうなる⁉

三面

安保法案に反対する若者
「SEALDs」インタビュー

日本の進むべき道
　～改革はするが、戦争はしない～

　　安倍政権の暴走をくいとめるには
講　師  古賀茂明さん

（元経済産業省官僚　フォーラム４提唱者）

日　時  10月24日（土）14時～15時45分
会　場  ホテルメイプルイン幕張

参加費  500円（チケット販売中／定員200）

政策講演会のご案内

暴
走

国会前木更津駅東口

千葉駅前千葉駅クリスタルドーム

市原

特集

千
葉
県
議
会
議
員
　
入
江
晶
子



市民ネットワーク 千葉県　No.84 　⑵

3

5
4

2

3

5
4

2

3

5
4

2

3

5
4

2

3

5
4

2

3

5
4

2

3

5
4

2

3

5
4

2

3
5
4

2

歯
止
め
な
き
利
用
拡
大

国
は
す
で
に
、
特
定
健
診
や
予
防
接
種

の
管
理
、
預
金
口
座
開
設
に
ま
で
番
号
利

用
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ

は
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
に
埋
め
込
ん

だ
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
機
能
を
利
用
し
た
「
公
的

個
人
認
証
」
の
普
及
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
等
へ
も
ど
ん
ど
ん
利
用
を
拡
大

さ
せ
る
計
画
で
す
。

本
人
確
認
を
は
じ
め
買
い
物
、
旅
行
、

病
院
な
ど
日
常
生
活
で
カ
ー
ド
利
用
が
進

め
ば
、
全
て
の
個
人
の
行
動
が
逐
一
記
録

さ
れ
、
蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

カ
ー
ド
普
及
が
進
め
ば
、
身
分
証
明
書
と

し
て
常
に
携
帯
し
、
提
示
を
求
め
ら
れ
る

社
会
が
や
っ
て
き
ま
す
。

秘
密
保
護
法
と
表
裏
一
体

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
私
た
ち
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
丸
裸
に
な
り
、
国
家
に
よ
る

国
民
監
視
社
会
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ

市
民
ネ
ッ
ト
も

緊
急
学
習
会
を
開
催

８
月
10
日
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
代
表
の
白
石
孝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組
み
を
改
め
て

学
び
ま
し
た
。

白
石
さ
ん
は
、「
今
後
、
国
は
３
年
以

内
に
戸
籍
に
ひ
も
付
け
し
、
預
貯
金
口
座
、

不
動
産
、
運
転
免
許
証
、
学
歴
、
健
康
保

険
証
と
利
用
拡
大
し
て
い
き
、
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
入
口
ゲ
ー
ト
で
指

紋
認
証
、
顏
認
証
で
テ
ロ
対
策
に
利
用
す

る
だ
ろ
う
」
と
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
本
で
始
ま
る
番
号
カ
ー
ド
社

会
の
行
く
末
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
は
義
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
情
報
が
他
人

に
不
正
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、

ま
ず
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
利
用
し

な
い
こ
と
で
す
。
本
人
証
明
の
た
め
な
ら

今
ま
で
通
り
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、

あ
る
い
は
健
康
保
険
証
と
年
金
手
帳
な
ど

の
組
み
合
わ
せ
で
証
明
で
き
ま
す
。
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
大
事
な
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と

自
衛
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
住
基
ネ
ッ

ト
の
４
情
報
（
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

住
所
）
と
、
所
得
・
税
金
・
年
金
を
は
じ

め
雇
用
保
険
・
健
康
保
険
・
福
祉
な
ど
約

１
０
０
種
類
の
役
所
の
事
務
が
結
び
付
け

ら
れ
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
国
や
自
治

体
の
事
務
の
効
率
化
と
、
生
活
保
護
な
ど

の
不
正
受
給
や
脱
税
の
防
止
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
役
所
の
論
理
で
す
。

国
民
側
か
ら
見
る
と
、
給
与
所
得
者
は
扶

養
家
族
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
ま
で
厳
し
く

把
握
さ
れ
る
一
方
、
事
業
所
得
や
海
外
資

産
の
全
て
の
把
握
な
ど
は
不
可
能
な
の
で
、

極
め
て
不
公
平
で
す
。

国
は
こ
れ
ま
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
莫
大
な
税
金
を
投
入

し
て
き
ま
し
た
。
社
会
全
体
の
コ
ス
ト
は

３
兆
円
、
毎
年
の
維
持
費
に
３
０
０
億
円

か
か
る
と
も
い
わ
れ
、
巨
大
な
Ｉ
Ｔ
ハ
コ

モ
ノ
事
業
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

7月6日、共通番号・カードの廃止をめざす市民連絡会（共通番号いら
ないネット）は衆議院会館で記者会見を行った。市民ネットを含む15
名の議員がかけつけ、議会で取り上げた質問や各自治体の状況を報告し、
以下の共同声明を発表した。
「番号利用拡大法案の廃案及び番号法10月施行の延期を求める」
１．年金情報流出事件徹底解明、番号利用拡大法案を廃案を求める。
２．番号の通知を延期、導入スケジュールを全面的に見直すこと。
３．年金システムの開発を停止し、共通番号制度そのものを撤廃すること。

て
私
た
ち
国
民
に
は
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。

万
が
一
そ
の
情
報
を
取
得
し
公
表
し
た
ら
、

秘
密
保
護
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
の

で
す
。企

業
の
負
担
も
大
変

全
国
す
べ
て
の
企
業
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

対
応
を
迫
ら
れ
、
従
業
員
や
そ
の
家
族
、

取
引
先
な
ど
広
範
囲
に
番
号
収
集
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
の
４
０
０
万

社
も
あ
る
全
て
の
民
間
企
業
で
、
十
分
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
る
の
は
至
難

の
業
で
す
。
昨
年
起
こ
っ
た
ベ
ネ
ッ
セ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
２
０
７
０
万
件
も

の
顧
客
情
報
流
出
事
件
を
見
て
も
明
ら
か

で
す
。被

害
が
出
て
も
泣
き
寝
入
り

６
月
、
日
本
年
金
機
構
の
１
２
５
万
件

の
情
報
漏
え
い
事
件
が
発
覚
し
ま
し
た
。

事
件
の
全
容
は
未
だ
判
明
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
事
後
処
理
に
８
億
円
も
か
か
り
関
連

詐
欺
被
害
も
出
ま
し
た
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
人
的
ミ
ス
に
よ
る
情

報
流
出
は
防
ぎ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

し
て
、
生
涯
不
変
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
国

国民全員に12ケタの背番号をふり、税や社会保障などの個人情報を国が一元管理するマイナンバー制度が始まります。
10月5日現在の住民票の住所へ簡易書留で「通知カード」が送付され、来年1月、市・区役所窓口で「個人番号カード」
が発行されます。一度付いたら変えられない「生涯不変のマイナンバー」は私たちの暮らしにどう影響するのでしょうか。

8月28日、参議院会館での全国集会には110名が参加。
カード発行にむけ自治体の抱える問題と多額の税金が使わ
れている実態を報告した。

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
日
本
）
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
同
じ
全
員
強
制
・
生
涯
不

変
・
官
民
共
通
利
用
の
番
号
制
度
を
導
入

し
て
い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
・
カ

ナ
ダ
は
任
意
の
社
会
保
障
番
号
で
、
フ
ラ

ン
ス
は
全
員
付
番
の
社
会
保
障
番
号
、
ド

イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
は
納
税
分
野
の
番
号
に

限
定
し
て
お
り
、
英
国
は
国
民
Ｉ
Ｄ
導
入

過
程
で
中
止
し
ま
し
た
。

米
国
や
韓
国
で
は
大
量
の
個
人
情
報
流

出
と
成
り
す
ま
し
被
害
が
深
刻
で
、
そ
の

対
応
に
多
額
の
税
金
と
労
力
を
使
っ
て
い

ま
す
。
日
本
が
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
世
界
で
は
す
で
に

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
問
題
の
多
い
制

度
で
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
危
険
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
見
直

し
、
民
間
利
用
を
中
止
し
、
分
野
別
の
限

定
利
用
に
変
更
す
べ
き
で
す
。

地
方
か
ら
声
を

監
視
社
会
を
強
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
、
国
の
制
度
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
あ

き
ら
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

８
月
28
日
、「
共
通
番
号
も
カ
ー
ド
も

要
ら
な
い
！
全
国
交
流
集
会
」
で
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
直
前
と
な
っ
て
、
詳

細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
問
題
点
と
危

険
性
を
訴
え
ま
し
た
。

佐倉市議会議員
伊 藤 とし子

し
て
、
ど
の
情
報
が
ど
の
よ

う
に
国
に
利
用
さ
れ
て
い
る

か
は
、
特
定
秘
密
情
報
と
し

民
す
べ
て
の
情
報
を
一
元

管
理
す
る
の
で
す
か
ら
、

被
害
の
大
き
さ
は
想
像
も

つ
き
ま
せ
ん
。
残
念
な
こ

と
に
、
被
害
が
出
て
も
責

任
の
所
在
は
あ
い
ま
い
で
、

泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

危
険
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
見
直
し
を

Ｇ
８
（
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

顔写真のついた個人番号カードには、名前、住所
などの基本情報と個人番号が明記され、ＩＣチッ
プには所得や年金、保険などの情報が詰め込まれる。
猫のイラストは、共通番号いらないネットのチラ
シに掲載された「プライド高い猫」

個人番号カードは持たない
それが人間のプライド！

プライバシーが丸裸		監視社会がやってくる
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狭
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
特
定
秘
密
保

護
法
に
反
対
す
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｌ
（
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
の
前
身
）
の
活
動
に
共
感

し
て
参
加
し
た
。
高
３
の
と
き
、
集
団

的
自
衛
権
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
は

り
、
時
間
的
余
裕
が
で
き
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
負
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
の
活
動
に
参
加
し

た
。

A　

メ
ン
バ
ー
と
お
互
い
の
考
え
を
交
換

す
る
の
は
楽
し
い
け
れ
ど
、
デ
モ
は
疲

れ
る
し
、
声
は
枯
れ
る
し
、
自
分
の
た

め
の
時
間
は
削
ら
れ
る
し
、
楽
し
い
と

は
言
え
な
い
。
で
も
、
今
、
声
を
あ
げ

な
い
と
間
に
合
わ
な
い
。
未
来
に
後
悔

と
妥
協
を
し
な
い
た
め
に
も
、
参
加
し

て
い
る
。

A　

周
り
の
友
人
た
ち
は
、
安
保
法
制
や

解
釈
改
憲
、
集
団
的
自
衛
権
と
い
う
言

葉
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
が
、
私
の
活
動

を
通
し
て
、「
な
ん
で
デ
モ
な
ん
か
に

行
く
の
？
怖
く
な
い
の
？
」
と
い
う
問

い
か
ら
話
が
膨
ら
み
、
他
人
事
で
な
い

こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
。
一
方
で
、
私

に
は
「
デ
モ
に
行
っ
ち
ゃ
う
過
激
な

人
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い

る
気
が
す
る
。
ま
た
、「
デ
モ
す
る
な

ん
て
凄
い
ね
、
頑
張
っ
て
ね
」
と
言
わ

れ
た
り
す
る
。
こ
こ
に
大
き
な
隔
た
り

を
感
じ
る
。
実
際
、
少
し
友
人
が
遠
ざ

A　

高
校
生
の
頃
か
ら
政
治
に
疑
問
を

抱
い
て
い
た
が
、
政
治
は
他
人
事
と
考

え
て
い
る
友
達
が
多
い
中
で
、
肩
身
が

か
っ
て
行
っ
た
気
が
す
る
。
日
常
会
話

で
、
自
然
体
で
政
治
の
話
を
す
る
こ
と

は
、
ま
だ
ま
だ
難
し
く
て
勇
気
が
い
る
。

A　

両
親
は
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
し

て
く
れ
、
反
対
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
私

の
活
動
で
政
治
が
よ
り
身
近
な
存
在
に

な
り
、
食
卓
で
語
り
合
う
機
会
が
増
え

た
。
家
族
で
も
政
治
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
違
う
の
で
、
険
悪
な
雰
囲
気
に

な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
自
分
の
考
え
を

整
理
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
良

か
っ
た
。

A　

地
域
に
よ
っ
て
、
外
国
人
へ
の
偏
見

や
差
別
が
あ
る
の
が
問
題
。
こ
の
国
を

担
う
人
と
し
て
認
め
合
い
共
存
す
る
た

め
に
、
地
域
行
政
が
、
情
報
共
有
な
ど

き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

A　

今
の
若
者
が
政
治
に
無
関
心
で
あ
る

一
番
の
原
因
は
、
政
治
の
話
を
す
る
風

潮
が
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
自
分
の
頭

で
考
え
ず
、
周
り
の
流
れ
に
乗
り
、
人

の
意
見
に
同
調
す
る
方
が
楽
な
の
で
、

マ
ス
コ
ミ
の
情
報
操
作
で
流
さ
れ
て
し

ま
う
。
一
方
、
渋
谷
で
高
校
生
主
催
の

デ
モ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
政
治
に
積
極

的
に
関
わ
る
高
校
生
も
い
て
、
確
実
に

輪
が
広
が
っ
て
い
る
。
選
挙
権
引
き
下

げ
を
き
っ
か
け
に
、
若
い
世
代
が
政
治

の
当
事
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
政

治
が
よ
り
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
力

と
な
る
と
思
う
。

A　

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
学
校
は
、
教

え
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
生
徒
自

身
が
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
様
々

な
視
点
を
与
え
る
べ
き
だ
。
中
学
生

の
時
、
教
科
書
の
「
江
戸
幕
府
は
、

２
６
０
年
あ
ま
り
も
続
く
戦
乱
の
な
い

平
和
な
時
代
を
作
り
上
げ
ま
し
た
」
と

い
う
記
述
に
対
し
、「
平
和
な
ら
な
ぜ

感
じ
る
。
表
面
的
な
用
語
の
み
し
か
教

え
な
い
。
国
民
が
無
知
な
方
が
、
政
治

を
行
う
の
は
楽
だ
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、

私
は
学
校
に
期
待
す
る
よ
り
も
、
周
り

の
大
人
か
ら
子
ど
も
が
学
び
と
る
方

が
、
素
敵
な
教
育
に
な
る
と
思
う
。 

A　

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
Ｓ
に
続
い
て
、
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
や
Ｍ
Ｉ

Ｄ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
が
結
成
さ
れ
、
お
母
さ
ん

主
催
の
デ
モ
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
世
代
を
超
え
た
反
対
運
動

は
、
安
倍
政
権
を
更
に
窮
地
に
追
い
込

む
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
の
た
め
、

未
来
の
た
め
を
考
え
働
き
か
け
る
大
人

を
尊
敬
し
て
い
る
。

A　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
容
認
さ

れ
た
ら
、
必
ず
戦
場
に
行
く
人
が
出

る
。「
自
分
は
自
衛
官
じ
ゃ
な
い
、
徴

兵
制
は
あ
り
え
な
い
」
と
、
他
人
事
に

し
て
は
い
け
な
い
。
人
が
殺
し
合
っ
た

犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
平
和
は
い
ら
な

い
。
命
に
、
多
数
決
も
価
値
の
違
い
も

な
い
。
命
を
尊
重
し
あ
い
、
お
互
い
の

幸
せ
を
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
平
和

だ
と
思
う
。
今
は
理
想
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
私
の
未
来
に
妥
協
は
し
な

い
し
、
後
悔
も
し
た
く
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
平
和
の
た
め
に
貪
欲
で
い
よ
う
と

決
め
て
い
る
。

「
安
保
法
案
反
対
」
の
声
が
全
国
で
益
々
大
き
く
な
る
中
、
大
学
生
や

高
校
生
な
ど
若
者
た
ち
の
行
動
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
今
、
国
会
前
集
会

な
ど
で
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
（
自
由
と
民
主
主

義
の
た
め
の
学
生
緊
急
行
動
）」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
亀
山
沙さ

彩や

さ
ん
（
千

葉
県
在
住
、
都
内
大
学
１
年
生
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

「
自
分
の
知
ら
な
い

世
界
で
日
本
人
が
殺

し
合
う
か
も
し
れ
な

い
、
そ
こ
か
ら
憎
し

み
と
悲
し
み
の
連
鎖

が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
不

安
に
か
ら
れ
た
。
ま

た
、
権
力
者
を
統
制

す
る
は
ず
の
憲
法
に

違
反
し
、
国
民
に
十

分
な
説
明
も
せ
ず
強

引
に
成
立
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
安
倍
政

権
に
危
機
感
を
抱
い

た
。
大
学
生
に
な

一
揆
が
起
こ
っ
た
の
か
、
本
当
に
平
和

だ
っ
た
の
か
」
を
考
え
、
ク
ラ
ス
全
員

で
討
論
す
る
授
業
を
し
た
。
そ
の
時
、

歴
史
は
一
般
市
民
の
目
線
で
は
語
ら
れ

ず
、
偉
い
人
の
栄
光
の
羅
列
な
の
だ
と

感
じ
た
。
こ
の
授
業
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
私
は
自
分
で
真
実
を
探
す
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
的
に
、
学
校

に
は
政
府
の
都
合
の
よ
い
授
業
を
す
る

よ
う
に
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に

今
、声
を
あ
げ
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
！

学
生
た
ち
が
立
ち
あ
が
っ
た

九
条
の
会
・
千
葉
地
方
議
員
ネ
ッ
ト
10
周
年
記
念
集
会

　

～
（
仮
）
世
代
を
超
え
て
、
平
和
を
守
ろ
う
！
～

千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
エ
ッ
グ

亀
山
さ
ん
た
ち
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
が
登
壇
！

11月3日
（火・祝日）

聞
き
手  

大
野
博
美

日本の自由と民主主義を
守る盾を表すエンブレム

連日国会前で熱いパフォーマンスを繰り広げるSEALD
S。ラップ調の

コールは多くの若者を惹きつけている。

Ｑ  

亀
山
さ
ん
が
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
に

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ｑ  

活
動
は
楽
し
い
で
す
か
？

Ｑ  

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
の
活
動
に
対
す
る

友
人
た
ち
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

Ｑ  

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
に
参
加
す
る
こ

と
へ
の
、
ご
家
族
の
反
応
は
？

Ｑ  

千
葉
県
の
政
治
に
つ
い
て
言

い
た
い
こ
と
は
？

Ｑ  

選
挙
権
が
18
歳
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
を
、ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

Ｑ  

日
本
の
学
校
で
は
、
政
治
に
つ
い

て
き
ち
ん
と
教
え
な
い
と
い
う
批
判

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

Ｑ  

私
た
ち
大
人
に
期
待
は
し
て

い
ま
す
か
？

Ｑ  

今
、
何
を
一
番
訴
え
た
い
で
す
か
？
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●スクールソーシャルワーカー学習会
　日　時：10月23日（金）18：00～20：00
　会　場：市民ネットワーク千葉県　４階会議室
　講　師：牧野晶哲（あきのり）さん（白梅学園大学講師）
　連絡先：市民ネットワーク千葉県
　資料代：500円

●講演会：若い女性の貧困～２人に１人は非正規
　日　時：11月７日（土）13：30～16：00
　会　場：船橋市男女共同参画センター
　講　師：栗田隆子さん（働く女性の全国センター代表）
　主　催：DV防止サポートネットちば
　連絡先：FAX 047-402-6579

●PAC-３配備から８年、木更津にオスプレイ来るな！（仮）
　日　時：11月８日（日）
　場　所：JR津田沼駅北口デッキ
　内　容：13時～集会・リレートーク　15時～津田沼駅周辺デモ
　主　催：パトリオットミサイルはいらない！習志野基地行動実行委員会
　連絡先：090-3509-8732（吉沢）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
時
間
短
縮
を

気
に
な
る
の
は
、
近
く
に
学
校
が
な
く

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
、
乗
車
時
間
が
片
道
で
１
時
間
30

分
以
上
と
い
う
生
徒
が
、
県
全
体
で
32
人

も
い
る
こ
と
で
す
。今
年
、新
た
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
20
台
導
入
し
ま
し
た
が
15
台
は

新
設
校
の
分
な
の
で
、
従
来
の
学
校
に
は
、

５
台
増
や
さ
れ
る
だ
け
。
そ
う
で
な
く
て

も
体
力
の
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
長

い
乗
車
時
間
は
過
酷
で
す
。
今
後
も
、
乗

車
時
間
短
縮
に
向
け
て
バ
ス
の
台
数
を
増

や
す
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

入 江 晶 子
（佐倉市選出）

山 本 友 子
（市原市選出）

10月5日㈪ 入江晶子が
代表質問をします。

県政
だより

びっくり

（
旧
飯
高
小
学
校
）
で
す
。

文
教
常
任
委
員
会
で
は
早
速
５
校
を
見

学
し
ま
し
た
。
旧
校
舎
を
改
修
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
っ
た
り
，
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
昇
降
ス
ペ
ー
ス
を
取
る
な
ど
工
夫
し

て
い
ま
す
。
高
校
を
改
修
し
た
学
校
で
は
、

校
庭
や
体
育
館
の
広
さ
に
驚
き
ま
す
。
ど

の
学
校
で
も
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
め

ざ
そ
う
と
い
う
先
生
方
の
意
気
込
み
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

視
察
し
た
議
員
か
ら
は
口
々
に
「
地
元

の
学
校
で
は
教
室
も
足
り
な
い
。
職
員
室

が
狭
く
て
先
生
の
机
の
ス
ペ
ー
ス
さ
え
確

保
で
き
な
い
の
に
、
こ
こ
は
い
い
ね
。」

と
い
う
感
想
が
漏
れ
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
子
が
通
う
「
特
別
支
援
学
校
」

４
月
か
ら
５
校
が
開
校
！

こ
れ
ま
で
特
別
支
援
学
校
は
、
生
徒
は

増
え
て
い
る
の
に
教
室
が
足
り
ず
、
特
別

教
室
を
通
常
学
級
に
当
て
た
り
、
な
か
に

は
廊
下
を
潰
し
て
そ
こ
に
仮
設
の
教
室
を

急
ご
し
ら
え
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
議
会

で
も
地
元
の
特
別
支
援
学
校
の
過
密
ぶ
り

を
訴
え
る
声
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

充
実
の
新
設
校
　
地
元
校
と
の
落
差
も
…

そ
ん
な
状
態
の
緩
和
策
と
し
て
，
よ
う

や
く
今
年
、
新
設
校
が
オ
ー
プ
ン
。
大

網
白
里
特
別
支
援
学
校
（
旧
白
里
高
校
）、

船
橋
夏
見
特
別
支
援
学
校
（
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私たちは市民発の政治団体として県議会や市議会に議員を送り、議会・
行政に市民社会の風を吹き込んできました。働くひとの権利が守られる働
き方、弱い立場の人が安心して暮らせる地域、子どもを産み育てたくなる
公正で安心な社会制度、持続可能な環境政策などを提案するために、分野
ごとの政策プロジェクトが活動しています。千葉県の2016年度予算に対
する要望書も、政策プロジェクトが中心となり作成しています。

▶子宮頸がんワクチンプロジェクト
体調不良の原因がワクチンと気がついていない被害者の掘り起し、新た

な被害者を生み出さないための情報発信、国や地方行政への救済アクショ
ンに取り組みます。

▶指定廃棄物プロジェクト
指定廃棄物の問題を広く伝え、

県内の指定廃棄物の状況を調査し
て、県が主体的に関わるよう求め
ていきます。さらに放射性廃棄物
が不法に埋めたてられないよう監
視し、特措法の見直しも視野に入
れて活動しています。

▶介護保険プロジェクト
３年ごとにくるくる変わり、使いづらくなる介護保険制度。住み慣れた

地域で暮らしたいを基本に、国の制度ですが、自治体にできることを提案
しています。秋には介護保険改定の影響についての検証に取り組みます。

▶こどもプロジェクト
こどもの貧困問題に継続して取り組んでいます。また、教科書採択や国

の教育再編の影にひそむ課題を「みえる化」し、学習会や現地見学を企画
しています。

▶ジェンダープロジェクト
県内の男女共同参画施設を訪問し、利用状況や訪ねた自治体の女性施策

を聞いています。DVやセクハラなどの人権侵害はもちろん、働く女性の非
正規雇用、家事手伝いという言葉に隠れた無業女性の問題など、情報収集
や学習をしています。

▶沖縄プロジェクト
９月９日の工事停止期間終了

後の政府の動きをにらみ、情報共
有を密にして行動提起をしていき
ます。戦争法案、沖縄、千葉県内
の自衛隊の問題は一体のものです。
こちらも情報発信、行動提起に力
を入れていきます。

　 投開票　柏市議会選挙結果
新人  林 さ え こ 3,133票当選

　市民ネットワーク千葉県は、生活クラブ生協組合員による、せっけん運動から生まれ

ました。その後、福祉・教育などの分野で活動する団体が次々と生まれ、現在は10団体

で「生活クラブ千葉グループ協議会」を結成し、市民ネットワーク千葉県はオブザーバー

として参加してきました。このたび、「政治団体の参加により、他団体の活動が制限さ

れる」との協議会の判断による申入れがあり、同グループを退会することになりました。

政策プロジェクト
市民ネットワーク千葉県

◦ 市民れんらく帳 ◦

お問い合わせ  市民ネットワーク千葉県  TEL 043-201-1051
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みなさんに知ってもらいたい情報をわかりやす
くまとめてパンフレットを作成しました。

沖縄の現状と問題点をわかりやすく書いたパネ
ルを作成し、千葉市で毎年、夏に行われている
ピースフェアで展示しました。


